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カトリック記
念
日
を
通
し
て
平
和
を

カ
ト
リ
ッ
ク
広
島
司
教
区
長

三
末
　
篤
實
　
司
教

　

今
年
、
私
た
ち
は
多
く
の
記

念
日
を
迎
え
、
ま
た
さ
ら
に
こ

れ
か
ら
も
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
の
教
区
テ
ー
マ
は

「
平
和
の
使
徒
と
な
ろ
う-

和

解
を
も
た
ら
す
新
し
い
人
に

-

」
を
掲
げ
、
み
ん
な
で
祈
り
、

協
力
し
、
努
力
し
な
が
ら
今
日

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

聖
パ
ウ
ロ
年
も
六
月
で
閉
幕

と
な
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち

は
こ
の
年
に
あ
わ
せ
、
和
解

の
奉
仕
者
（
Ⅱ
コ
リ
ン
ト
五:

十
八
、
エ
フ
ェ
ソ
二:

十
四
）、

新
し
い
人
（
Ⅰ
コ
リ
ン
ト
二:

九
、
四:

十
六
）
で
あ
っ
た
聖

パ
ウ
ロ
の
お
助
け
を
願
い
な
が

ら
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
広
島
が
司
教
区
に
昇

格
し
て
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
使
徒
座
の
代

牧
区
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
広
島
の
第
一
代
司
教

と
し
て
故
野
口
司
教
様
が
任
命

さ
れ
、広
島
司
教
区
が
誕
生
し
、

今
年
で
五
十
周
年
を
迎
え
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。
す
べ
て

教
区
に
お
け
る
権
限
が
与
え
ら

れ
る
と
共
に
、
あ
わ
せ
て
役
割

を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
神
の
大
い

な
る
ご
配
慮
で
あ
り
、
お
恵
み

で
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
神

に
感
謝
を
お
さ
さ
げ
し
、
教
区

こ
ぞ
っ
て
お
祝
い
し
、
慶
び
を

分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

昨
年
、
ペ
ト
ロ
岐
部
と
百
八

十
七
名
の
列
福
式
が
長
崎
で
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
祝

日
が
七
月
一
日
に
全
世
界
で
お

祝
い
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
彼
ら
が
一
日
も
早
く
列
聖

さ
れ
る
よ
う
に
お
祈
り
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ

う
。

　

教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六
世

は
、
パ
ウ
ロ
年
に
続
い
て
、
没

後
百
五
十
年
を
迎
え
た
聖
マ
リ

ア･

ビ
ア
ン
ネ
を
記
念
し
、
今

年
六
月
十
九
日
（
み
こ
こ
ろ
の

祭
日
）
か
ら
一
年
間
を
「
司
祭

年
」
と
す
る
旨
を
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
聖
マ
リ
ア･

ビ
ア
ン
ネ

は
宣
教
者
、
司
祭
の
保
護
の
聖

人
で
す
。
聖
職
者
へ
の
召
命
が

著
し
く
減
少
し
て
い
る
現
実
の

中
、
み
ん
な
で
祈
り
、
協
力
し
、

助
け
合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

例
年
通
り
、
広
島･

長
崎
の

原
爆
記
念
を
迎
え
ま
す
。
私
た

ち
は
祈
り
と
行
動
を
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
社
会
の

　
　
　
　
　

（
二
面
へ
続
く
）

平和行事 2009 ポスター

【
八
月
五
日
の
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 

　
　
　
　
　
　
　
十
三
時
～
十
五
時

　
　

米
国
パ
ッ
ク
ス
ク
リ
ス
テ
ィ
の
ク

　
　

ッ
シ
ン
グ
神
父
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

　
　

大
学
の
ヘ
ッ
ド
リ
ー
神
父
を
迎
え

　
　

「
広
島
を
考
え
る
こ
と
は
核
戦
争

　
　

を
拒
否
す
る
こ
と
で
す
」
と
い
う

　
　

テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

　
　

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

○
被
爆
証
言

　
　
　
　
　
　
十
五
時
半
～
十
六
時
半

○
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
十
五
時
半
～
十
七
時
半

　
　

軍
都
廣
島
の
足
跡
を
め
ぐ
り
、

　
　

戦
争
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

○
折
鶴
を
通
し
て
平
和
を
考
え
よ
う
！

　
　
　
　
　
　
十
五
時
半
～
十
七
時
半

　
　

色
々
な
形
の
紙
か
ら
ツ
ル
を
折
る

　
　

試
み
を
通
し
て
、
日
常
生
活
の
中

　
　

に
平
和
を
織
り
な
す
ヒ
ン
ト
を
探

　
　

り
ま
す
。

○
原
爆
供
養
塔
前
で
の
祈
り
の
集
い

　
　
十
七
時
十
五
分
～
十
七
時
五
十
分

○
平
和
行
進(

原
爆
供
養
塔
前
～
本
通

　
り
～
世
界
平
和
記
念
聖
堂)

　
　
　
　
十
七
時
五
十
分
～
十
八
時
半

○
平
和
祈
願
ミ
サ

　
　
　
　
　
十
九
時
～
二
十
時
十
五
分

○
祈
り
の
集
い

　
　
　
　
　
二
十
一
時
～
二
十
二
時
半

　
　

～
テ
ゼ
の
調
べ
に
乗
せ
て
～　

　
　

青
年
の
企
画
に
よ
る
歌
を
中
心
と

 
 
 
 

し
た
祈
り
の
集
い
で
す
。

＊
六
日
・
九
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
掲
載

し
て
い
ま
せ
ん
。

平和行事 2009
主なプログラム

日時：八月五日 ( 水 ) 六日 ( 木 ) 九日 ( 日 )
場所：世界平和記念聖堂他

三末司教
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（
一
面
の
続
き
）

現
状
は
決
し
て
安
心
で
き
る
状

況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
そ
れ

ど
こ
ろ
か
危
機
の
状
況
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

故
ヨ
ハ
ネ･

パ
ウ
ロ
二
世

が
全
世
界
に
向
か
っ
て
発
表
さ

れ
た
「
平
和
ア
ピ
ー
ル
」
を
ま

た
新
た
に
思
い
起
こ
し
た
い
と

思
い
ま
す
。「
戦
争
は
人
間
の

仕
業
で
す
。
戦
争
は
人
間
の
生

命
の
破
壊
で
す
。
戦
争
は
死
で

す
。」
こ
の
言
葉
を
よ
く
理
解

し
、
そ
の
よ
う
に
な
ら
な
い
よ

う
決
意
を
新
た
に
し
、
実
践
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
平
和

の
実
現
を
妨
げ
る
大
き
な
要
因

を
な
く
す
よ
う
、
す
べ
て
の
人

は
決
心
し
、
今
か
ら
実
行
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
真
の
平

和
の
実
現
を
妨
げ
る
根
本
的
な

要
因
は
、
個
人
の
中
に
あ
り
ま

す
。
ま
ず
個
人
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム

を
な
く
し
、
つ
い
で
団
体
、
国

家
、
民
族
、
宗
教
、
文
化
等
た

く
さ
ん
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
取
り

去
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
真
の
平
和
の
建
設
は
困
難

で
あ
る
こ
と
を
常
に
記
憶
に
と

ど
め
、
祈
り
、
協
力
一
致
し
て
、

そ
の
真
の
平
和
の
建
設
に
最
善

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。

　

皆
さ
ん
の
上
に
神
の
祝
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

こ
の
六
月
三
十
日
、
広
島
教

区
は
、
代
牧
区
か
ら
司
教
区
に

昇
格
し
て
五
十
年
と
い
う
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。「
二
〇
〇
三

年
に
教
区
創
立
八
〇
周
年
を

祝
っ
た
の
に
ど
う
し
て
？
」
と

思
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。

 

一
九
二
三
年
に
広
島
は
大
阪

司
教
区
か
ら
分
か
れ
て
代
牧
区

と
な
り
、
そ
の
三
十
六
年
後
の

一
九
五
九
年
に
司
教
区
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
祝
っ
た
の
は
、

こ
の
代
牧
区
か
ら
の
昇
格
五
十

周
年
で
す
（
教
区
発
展
図
参

照
）。

＊さいたま司教区は 2003 年 3 月 31 日付で浦和司教区から改称
＊名古屋司教区は大阪教会管区

日本のカトリック教会  教区発展図

日本代牧区

香港（1846‑50）: 奉天（1853‑54）

横浜（1863‑66）: 長崎（1866‑76）

日本南緯代牧区

（長崎）66‑76）

1876

日本北緯代牧区

（横浜）

1876

1888

日本南緯代牧区

（長崎）

日本中部代牧区

（大阪）

1891

長崎司教区

1927

鹿児島知牧区
1927

福岡司教区

1904

四国知牧区
1923

広島代牧区
1937

京都知牧区

1947

1955

琉球代牧区

1935

宮崎知牧区
1939

浦和知牧区
1922

名古屋知牧区
1929

札幌代牧区

1937

横浜司教区
1912

新潟知牧区
1915

札幌知牧区

1891

大阪司教区
1891

東京大司教区
1891

函館司教区

鹿
児
島
司
教
区

1972

那
覇
司
教
区

1959

長
崎
大
司
教
区

1961

大
分
司
教
区

福
岡
司
教
区

1963

高
松
司
教
区

1959

広
島
司
教
区

1969

大
阪
大
司
教
区

1951

京
都
司
教
区

1947

横
浜
司
教
区

1957

い
た
ま
司
教
区

1947

東
京
大
司
教
区

1962

名
古
屋
司
教
区

1962

新
潟
司
教
区

1936

仙
台
司
教
区

1952

札
幌
司
教
区

日本には現在、東京、長崎、大阪の三つの「大
司教区」があります。近隣の諸教区が「教会管区」
を構成し、「大司教」が管区大司教としてその「教
会管区」を主宰します。
広島司教区は大阪教会管区に所属します。

「知牧区」は、宣教地で教会組織を築くため
の第一段階にあたる部分教会を指します。
使徒座知牧区長は通常司教ではありません。

「代牧区」は、教会の組織化が少し進んだ段
階で設置されます。使徒座代牧区長は原則
として司教です。

広
島
教
区

　

昇
格
五
十
周
年
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昨
年
末
の
教
区
宣
司
評
で
承

認
済
み
の
「
重
要
文
化
財
世
界

平
和
記
念
聖
堂
保
存
活
用
委
員

会
」（
委
員
長
―
斎
藤
真
仁
神

父
）
の
第
一
回
委
員
会
が
五
月

九
日
に
司
教
館
で
開
催
さ
れ

た
。
同
聖
堂
は
新
し
い
時
代
に

適
応
し
た
宗
教
建
築
を
実
現
し

て
い
く
村
野
藤
吾
氏
の
原
点
と

な
っ
た
作
品
で
、
〇
六
年
七
月

に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
維
持

す
る
と
共
に
、
献
堂
の
精
神
を

伝
え
る
広
島
教
区
の
信
仰
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
聖
堂
の
適
切

な
維
持
、
保
全
、
管
理
等
を
委

員
会
が
担
当
す
る
。
今
年
度
は

保
存
管
理
の
基
本
計
画
等
を
策

定
す
る
予
定
。

　

六
月
二
十
二
日
、「
平
和
の

元
后
ヒ
ロ
シ
マ
の
聖
母
」
像
起

工
式
が
世
界
平
和
記
念
聖
堂
前

庭
に
お
い
て
、
三
末
司
教
の
司

式
の
も
と
に
行
わ
れ
、
着
工
の

運
び
と
な
っ
た
。
こ
の
聖
母
像

の
落
成
・
祝
別
式
は
八
月
中
旬

の
予
定
。

(

重
要
文
化
財
世
界
平
和
記
念

聖
堂
保
存
活
用
委
員
会)

1551 年 4 月～ 9月： 山口でフランシスコ・ザビエルが宣教
1597 年 1 月： 二十六聖人が、京都から山陽道を通って長崎へ連行
1868 年 7 月 10 日： 明治政府は浦上の中心的な信徒百十四名を萩・津和野・福山に流配
1870 年 1 月： 広島・岡山・松江・鳥取に流刑、幽閉
1873 年 2 月 24 日： キリシタン禁制の高札が撤去
1880 年 2 月 5 日： 中国地方の再宣教開始
  パリ外国宣教会のスワロン神父とクーザン神父によって岡山から開始
1923 年 5 月 4 日： 中国地方の岡山・鳥取・広島・島根・山口の五県が、大阪教区から独立し、
  広島代牧区が設立、宣教・司牧は、パリ外国宣教会からイエズス会ドイツ西管区へ移管
1923 年 9 月 23 日： 初代教区長に、ハインリヒ・デーリング大司教が任命され、岡山に教区長館を置き、着任 
1928 年 8 月 5 日： 第二代教区長ヨハネス・ロス司教叙階 
1939 年 2 月 23 日： 教区長館が広島市幟町教会に移る
1940 年 10 月 6 日： 第三代教区長アロイジオ荻原晃師任命
1945 年 8 月 6 日： 広島に原子爆弾投下
1954 年 8 月 6 日： 世界平和記念聖堂（司教座聖堂）献堂
1959 年 6 月 30 日： 広島代牧区は司教区に昇格
1960 年 5 月 8 日： 第四代教区長ドミニコ野口由松司教叙階
1981 年 2 月 25 日：  教皇ヨハネ・パウロ二世来広　「平和アピール」発表
1985 年 6 月 16 日： 第五代教区長ヨセフ三末篤實司教叙階
1995 年 8 月 6 日： 被爆五十周年
2000 年 ： 大聖年 
2000 年 8 月 6 日： 三教区（広島教区・インファンタ教区・釜山教区）姉妹縁組締結
2002 年 ： 《教区年間テーマ》沖に漕ぎ出せ ～輪を拡げていく共同体～
2002 年 10 月 20 日： 教区大会開催
2003 年 ： 《教区年間テーマ》沖に漕ぎ出せ ～キリストのみ顔の光を輝かせて～
2003 年 9 月 23 日：  広島教区創立八十周年
2004 年 ： 《教区年間テーマ》心を一つにして　平和のために働こう
2004 年 8 月 6 日： 世界平和記念聖堂献堂五十周年
2005 年 ： 《教区年間テーマ》信仰イキイキ　明日の教会 ～一つのこころ、一つのからだ～
2005 年 8 月 6 日： 戦後・被爆六十周年、三教区姉妹縁組五周年
2005 年 11 月 23 日：  広島教区代表者会議
2006 年 ： 《教区年間テーマ》信仰イキイキ　新たな出発 ～わたしを遣わしてください～
2006 年 2 月 25 日： 教皇ヨハネ・パウロ二世来広二十五周年
2006 年 4 月 16 日： 宣教司牧に関する司教宣言「平和の使徒となろう」
2007 年 ： 《教区年間テーマ》平和の使徒となろう ～殉教者を想い、自分の信仰を生きる～
2007 年 9 月 22 日～ 24 日：カトリック「正義と平和 ｣全国集会
2008 年 ： 《教区年間テーマ》平和の使徒となろう ～今、殉教を生きるとは ?～
2008 年 11 月 24 日： ペトロ岐部と百八十七殉教者列福式 (於 ;長崎 )
2009 年 ： 《教区年間テーマ》平和の使徒となろう ～和解をもたらす「新しい人」に～
2009 年 6 月 30 日： 司教区昇格五十周年

広島司教区の略史

記
念
聖
堂
保
存
活
用

　
　
　
委
員
会
が
発
足

「
聖
母
像
」
着
工

初代教区長

ハインリヒ・

デーリング 大司教

1923 年～ 1928 年

第二代教区長

ヨハネス・ロス司教

1928 年～ 1940 年

第三代教区長

アロイジオ荻原晃師

1940 年～ 1960 年

第四代教区長

ドミニコ野口由松司教

1960 年～ 1985 年
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去
る
六
月
七
日
、
二
〇
〇
九

年
度
第
一
回
広
島
司
教
区
宣
教

司
牧
評
議
会
（
以
下
、
教
区
宣

司
評
）
が
、
広
島
カ
ト
リ
ッ
ク

会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。
三
末
司
教
、
司
祭
、
修

道
者
、
信
徒
の
二
十
七
名
で
構

成
さ
れ
、
六
月
と
十
二
月
の
年

二
回
、
開
催
さ
れ
て
い
る
評
議

会
で
あ
る
。

　

今
回
の
教
区
宣
司
評
で
は
、

次
の
議
題
に
つ
い
て
協
議
さ
れ

た
。

　

一
つ
目
は
、
広
島
教
区
二
〇

〇
九
年
年
間
テ
ー
マ
「
平
和
の

使
徒
と
な
ろ
う
～
和
解
を
も
た

ら
す
『
新
し
い
人
』
に
～
」
の

教
区
民
へ
の
浸
透
に
つ
い
て
各

地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　

状
況
と
し
て
は
、
各
地
区
、

ブ
ロ
ッ
ク
レ
ベ
ル
の
評
議
会
で

テ
ー
マ
の
解
説
、
平
和
の
使

徒
推
進
本
部
か
ら
配
布
さ
れ

た
「
名
刺
型
カ
ー
ド
」
の
小
教

区
へ
の
配
布
と
紹
介
を
実
施
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
反
応

と
し
て
あ
ま
り
浸
透
し
て
い
な

い
現
状
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
年

間
テ
ー
マ
お
よ
び
サ
ブ
テ
ー
マ

の
複
数
年
継
続
や
、
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
教
区
レ
ベ
ル
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
今
後
、
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

　

上
記
、
議
題
に
引
き
続
き
、

年
間
テ
ー
マ
に
つ
い
て
更
に
出

席
者
の
想
い
を
深
め
、
互
い
に

分
か
ち
合
っ
て
も
ら
う
た
め
、

出
席
評
議
員
が
三
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
四
十
分
程
度
の

分
か
ち
合
い
を
実
施
し
、
確
認

し
合
っ
た
。

　

二
つ
目
は
、
六
月
・
七
月
に

実
施
さ
れ
た
記
念
行
事
（（
一
）

六
月
十
四
日:

司
教
叙
階
記

念
と
司
祭
、
修
道
者
の
金
祝
、

銀
祝
の
お
祝
い　

（
二
）
六
月

二
十
九
日:

パ
ウ
ロ
年
閉
年
の

日　

（
三
）
司
教
区
昇
格
五
十

周
年
記
念
日　

（
四
）
七
月
一

日:

ペ
ト
ロ
岐
部
と
百
八
十
七

殉
教
者
の
祝
日
）
に
つ
い
て
の

説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
他
の
議
題
と
し
て
は
、

各
推
進
チ
ー
ム
（
平
和
・
き
ょ

う
ど
う
・
養
成
・
在
住
外
国
人

共
生
）
の
活
動
報
告
と
今
後
の

取
り
組
み
つ
い
て
、
各
地
区
・

伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
報
告
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
と
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

教
区
事
務
局
か
ら
の
報
告
も
併

せ
て
行
わ
れ
た
。

●
各
推
進
チ
ー
ム
か
ら

　

平
和
推
進
チ
ー
ム
か
ら
は
、

八
月
の
平
和
行
事
に
つ
い
て
、

き
ょ
う
ど
う
推
進
チ
ー
ム
か
ら

は
、
来
年
二
〇
一
〇
年
十
一
月

二
十
三
日
に
三
地
区
合
同
地
区

宣
教
司
牧
評
議
会
（
仮
称
）
の

開
催
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
養
成
推
進
チ
ー
ム
か
ら

は
、
み
こ
と
ば
の
分
か
ち
合
い

の
継
続
と
地
区
レ
ベ
ル
の
養
成

に
関
す
る
情
報
交
換
の
実
施
に

つ
い
て
、
在
住
外
国
人
共
生
推

進
チ
ー
ム
か
ら
は
、
各
所
か
ら

外
国
語
ミ
サ
、
ゆ
る
し
の
秘
蹟

の
要
請
が
あ
る
こ
と
の
報
告
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
が

あ
っ
た
。

●
各
地
区
、

　
　

伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

　

広
島
地
区
か
ら
は
、
タ
レ
ン

ト
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
（
各
教
会

の
団
体
、
活
動
グ
ル
ー
プ
の
紹

介
冊
子
）
の
作
成
の
実
施
に
つ

い
て
、山
口
島
根
地
区
か
ら
は
、

今
年
十
一
月
二
十
三
日
の
地
区

大
会
開
催
に
つ
い
て
、
岡
山
鳥

取
地
区
か
ら
は
教
育
セ
ミ
ナ
ー

（
養
成
）
の
年
三
回
開
催
に
つ

い
て
、伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
、

年
四
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
開

催
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
黙
想
会

や
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
共
同
体
と
し

て
の
結
び
つ
き
な
ど
の
課
題
点

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が

あ
っ
た
。

　

以
上
の
内
容
が
協
議
さ
れ
、

終
わ
り
の
祈
り
と
祝
福
に
よ
り

本
評
議
会
を
閉
会
し
た
。

　

次
回
は
十
二
月
十
三
日
に
第

二
回
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
こ
の
教
区
宣
司
評
は
、
評

議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
評

議
会
で
あ
る
が
、
教
区
民
一
人

ひ
と
り
の
前
向
き
な
「
新
し
い

人
」
と
し
て
の
意
見
も
必
要
で

す
。
質
問
や
要
望
な
ど
は
、
平

和
の
使

徒
推
進

本
部
に

お
問
い

合
わ
せ

く
だ
さ

い
。

教
区
の
動
き

二
〇
〇
九
年
度

第
一
回
広
島
司
教
区

宣
教
司
牧
評
議
会
開
催

ど
ん
な
風
に
使
う
の
？

名
刺
サ
イ
ズ
年
間
テ
ー
マ

カ
ー
ド
の
活
用
を
！

 

皆
さ
ま
の
お
手
元
に
、
名
刺
サ

イ
ズ
の
年
間
テ
ー
マ
カ
ー
ド
が
届

き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

 

こ
の
カ
ー
ド
、
小
さ
い
け
れ
ど

力
持
ち
。
皆
さ
ん
の
手
帳
や
読
み

か
け
の
本
の
間
で
、
名
刺
入
れ
の

中
や
お
家
の
冷
蔵
庫
の
扉
の
上

で
、
繰
り
返
し
今
年
の
テ
ー
マ
を

思
い
起
こ
さ
せ
、日
々
私
た
ち
を
、

和
解
を
も
た
ら
す
「
新
し
い
人
」

へ
と
派
遣
し
て
く
れ
ま
す
。

 

さ
ら
に
裏
を
見
る
と
、
小
さ
な

書
き
込
み
欄
が
、「
私
の
目
標

は
？
」「
私
を
支
え
る
み
言
葉

は
？
」
と
問
い
か
け
て
い
ま
す
。

何
を
、
ど
の
よ
う
に
書
き
込
ん
で

も
構
い
ま
せ
ん
が
、
前
号
の
教
区

報
の
《
行
動
の
助
け
と
し
て
》
に

挙
げ
ら
れ
て
い
る
四
つ
の
推
進

チ
ー
ム
か
ら
の
具
体
的
提
案
の
中

か
ら
、
こ
れ
と
思
う
取
り
組
み
を

選
び
、
目
標
と
し
て
書
き
込
ま
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、

《
祈
り
の
助
け
と
し
て
》
に
挙
げ

ら
れ
た
聖
書
個
所
の
中
か
ら
、
ご

自
分
の
力
や
助
け
と
な
る
個
所
を

選
ば
れ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

 

サ
ブ
テ
ー
マ
が
単
な
る
お
題
目

に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
少
し
で
も

私
た
ち
の
日
常
に
響
き
、
私
た
ち

の
行
動
に
く
さ
び
を
打
ち
込
む
も

の
と
な
る
よ
う
、
工
夫
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。
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中
学
二
年
生
の
時
、
私
は
幟

町
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
洗
礼
の

お
恵
み
を
頂
き
ま
し
た
。
洗
礼

名
を
決
め
る
た
め
に
聖
人
伝
を

読
み
ま
し
た
。
私
の
憧
れ
の
聖

人
は
修
道
女
で
し
た
。
そ
の
日

以
来
私
の
心
か
ら
、
シ
ス
タ
ー

に
な
り
た
い
と
い
う
望
み
は
消

え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
大
学
四
年
生
の
時
、
心
を

打
ち
明
け
る
機
会
を
得
、
卒
業

し
た
そ
の
年
に
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

修
道
女
会
に
入
会
し
ま
し
た
。

今
年
入
会
五
十
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
始

ま
り
は
幟
町
教
会
で
受
け
た
信

仰
の
恵
み
に
よ
る
も
の
で
す
。

当
時
の
懐
か
し
い
方
々
の
多
く

は
ご
帰
天
な
さ
い
ま
し
た
が
、

時
々
、
日
曜
学
校
時
代
の
先
輩

の
方
々
に
お
会
い
で
き
、
懐
か

し
く
思
い
ま
す
。
刷
新
の
時
代

を
乗
り
越
え
、
修
道
生
活
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

を
今
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　 

六
月
十
四
日
、
キ
リ
ス
ト
の
聖

体
の
主
日
に
岡
山
教
会
に
於
い
て

右
記
祝
賀
ミ
サ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
教
区
内
の
司
祭
・
修
道
女
・

信
徒
の
方
々
約
三
百
五
十
名
の
参

列
を
頂
き
賛
美
と
感
謝
を
捧
げ
る

こ
と
は
、
私
た
ち
広
島
教
区
の
信

者
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
と
力
強

い
励
ま
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

祝
賀
ミ
サ
で
は
、
教
会
学
校
の

子
ど
も
達
が
聖
書
朗
読
を
行
い
ま

し
た
。
祝
賀
会
で
は
、
信
徒
手
作

り
の
た
く
さ
ん
の
料
理
や
青
年
達

の
焼
き
そ
ば
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し

た
。
司
教
様
始
め
金
銀
祝
の
方
々

の
た
め
に
は
大
き
な
ケ
ー
キ
を
用

意
し
、
ロ
ウ
ソ
ク
を
吹
き
消
し
て

い
た
だ
き
、
岡
山
教
会
を
挙
げ
て

お
祝
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
節
目
を
祝
わ
れ
た

方
々
は
、
幼
い
心
に
司
祭
・
修

道
・
奉
献
の
召
命
へ
の
希
望
を
燃

や
し
、
ご
両
親
・
兄
弟
の
元
か
ら

離
れ
、
神
学
校
・
修
道
会
・
在
俗

会
に
入
会
し
、
召
命
へ
と
前
進
さ

れ
ま
し
た
。
今
日
を
迎
え
る
ま
で

に
は
大
変
な
御
苦
労
が
有
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
時
に
は
何
度
も

逃
げ
出
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
自
分
を
棄
て
、
神
の
国
の
建

設
と
そ
の
義
を
求
め
、
人
々
の
救

い
の
た
め
、
主
の
働
き
手
と
な
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。
司
祭
・
修

道
・
奉
献
の
召
命
は
誰
も
が
手
に

す
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
は
な

く
、
神
様
か
ら
与
え
ら
れ
た
特
別

な 

お
恵
み
だ
と
思
い
ま
す
。
司

教
様
・
神
父
様
・
シ
ス
タ
ー
の
方
々

の
偉
大
な
る
人
生
に
尊
敬
の
心
を

捧
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
も
祖
先
が
残
し
た
信
仰

の
遺
産
を
大
切
に
守
り
育
て
、
真

(

ま
こ
と)

の
神
か
ら
の
真
の
幸

福
を
人
々
に
分
か
ち
、
信
仰
生
活

の
務
め
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

政
務
ご
多
忙
の
中
、
尊
い
一
日

を
与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
三
末
司

教
様
、尾
道
教
会
の
山
口
神
父
様
、

援
助
マ
リ
ア
会
シ
ス
タ
ー
上
田

様
、
ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
修
道
女
会
シ
ス
タ
ー
﨑
村
様
、

長
崎
純
心
聖
母
会
シ
ス
タ
ー
赤
窄

様
、
聖
マ
リ
ア
在
俗
会
古
澤
様
、

又
今
日
の
祝
賀
会
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
四
人
の
金
銀
祝
の
神
父
・

ブ
ラ
ザ
ー
・
シ
ス
タ
ー
の
方
々
に

信
徒
一
同
篤
く
お
礼
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
今
後
の
ご
健
闘
ご
活

躍
を
こ
こ
ろ
よ
り
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
ま
た
お
忙
し
い
中
、
お
祝

い
と
祝
福
の
た
め
に
駆
け
つ
け
て

下
さ
っ
た
信
徒
の
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
会
を
準
備
し

て
下
さ
っ
た
岡
山
教
会
の
皆
様
に

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 

岡
山
教
会
信
徒
代
表　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

濱
口
直
樹

山口神父、Sr. 上田、Sr. 﨑村、古澤さん、Sr. 赤窄

三末司教

『
よ
ろ
こ
び
』

ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道
女
会
会
員

       

シ
ス
タ
ー　

﨑
村　

幸
代

司
教
叙
階
記
念
、
司
祭
・

修
道
者
金
銀
祝
、
司
教

区
昇
格
五
十
周
年
祝
賀

　　

マ
リ
ッ
ジ
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー（
Ｍ
Ｅ
）

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
と
は
家
庭
や
社
会
の

中
に
あ
る
様
々
な
関
わ
り
の
基
礎
と

な
っ
て
い
る
夫
婦
の
関
わ
り
を
深
め
て

い
く
た
め
の
方
法
を
体
験
的
に
身
に
つ

け
る
二
泊
三
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

夫
婦
が
お
互
い
を
、
そ
し
て
結
婚
と
い

う
結
び
つ
き
を
新
鮮
な
目
で
見
直
し
、

二
人
の
将
来
を
見
つ
め
る
と
て
も
よ
い

機
会
で
す
。
ま
た
、
自
分
達
二
人
と
神

と
の
関
係
、
自
分
達
と
周
囲
の
人
々
と

の
関
係
を
も
深
く
見
つ
め
る
ひ
と
と
き

で
す
。

　

夫
婦
だ
け
な
く
、
人
々
と
の
関
わ
り

を
深
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
司
祭
、
修

道
者
も
参
加
で
き
ま
す
。
Ｍ
Ｅ
ウ
ィ
ー

ク
エ
ン
ド
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
運

動
の
一
つ
で
す
。

日
時　

〇
九
年
十
月
十
日
（
土
）
二
十

　
　
　

時
～
十
二
日
（
月
）
十
八
時

場
所　

廿
日
市
市　

光
の
園

対
象　

夫
婦
（
結
婚
年
数
、
信
者
・　

　
　
　

未
信
者
を
問
わ
な
い
）、
司
祭
、

　
　
　

修
道
者

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　

古
川
（
祇
園
教
会
）

　
　
　

〇
八
二
八-

四
二-

四
一
四
一

　
　
　

谷
田
（
幟
町
教
会
）

　
　
　

〇
八
二-

九
二
八-

七
〇
二
〇

　
　
　

田
中
（
福
山
教
会
）

　
　
　

〇
八
四-

九
二
八-

六
八
七
五

「
私
は
、
マ
リ
ッ
ジ
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

に
大
き
な
期
待
を
か
け
て
い
ま
す
」

　
　

前
教
皇 

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
Ⅱ
世

ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド

マ
リ
ッ
ジ
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
へ
の
お
誘
い
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《
地
区
宣
教
司
牧
評
議
会
開
催
》

　

第
一
回
は
北
部
地
区
津
山
教

会
で
五
月
十
日
（
日
）
に
開
催

し
た
。
十
一
小
教
区
か
ら
各
一

人
の
十
一
人
、
修
女
連
二
人
と

司
祭
評
議
会
か
ら
三
人
、
及
び

地
区
長
指
名
十
一
人
（
養
成
、

平
和
、
き
ょ
う
ど
う
、
殉
教
、

ユ
ニ
テ
ィ
・
岡
山
鳥
取
、
青
年

連
合
、
中
高
生
会
か
ら
）
の

二
十
四
人
が
評
議
委
員
。

　

「
色
々
な
情
報
が
提
供
さ
れ

る
が
、
各
教
会
に
よ
っ
て
事
情

が
違
う
の
で
現
場
に
即
し
て
活

動
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
地
区

長
の
挨
拶
が
あ
り
、
は
じ
め
に

地
区
セ
ン
タ
ー
か
ら
昨
年
度
の

決
算
報
告
と
今
年
度
の
予
算
提

案
が
あ
っ
た
。
次
に
教
区
平
和

の
使
徒
推
進
本
部
か
ら
の
報
告

（
特
に
教
区
テ
ー
マ
に
つ
い
て

の
説
明
）、
各
推
進
チ
ー
ム
か

ら
の
今
年
度
の
活
動
計
画
提
案

が
続
き
、
さ
ら
に
会
議
時
間
の

半
分
以
上
を
使
っ
て
、
北
部
と

南
部
に
分
か
れ
、
分
か
ち
合
い

を
も
っ
た
。

　

今
後
、
第
二
回
が
北
部
米
子

教
会
、
第
三
回
南
部
岡
山
教
会

に
お
い
て
開
催
予
定
。

　
●
え
ん
罪
の
被
害
に
遭
っ
た
菅

家
さ
ん
の
「
足
利
事
件
」
を

巡
っ
て
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
て

い
ま
し
た
。
事
件
当
時
に
捜
査

を
指
揮
し
た
元
栃
木
県
警
幹
部

ブ
ロ
グ
に
「
自
白
強
要
が
最
高

最
善
の
捜
査
か
」
「
人
の
人
生

を
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
に
し
た
責
任

を
取
れ
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト

が
千
件
以
上
殺
到
し
、
閉
鎖
し

た
の
で
す
。
●
こ
れ
は
誤
っ
た

行
動
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
抗
議
と
改
善
を
求
め

る
の
な
ら
、
自
白
を
強
要
し
た

警
察
や
、
精
度
の
低
い
Ｄ
Ｎ
Ａ

鑑
定
で
立
証
し
た
検
察
、
そ
れ

を
採
用
し
有
罪
を
下
し
た
裁
判

所
で
あ
っ
て
、
個
人
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
●
こ
の
ブ
ロ
グ
事
件

に
触
れ
て
深
刻
に
考
え
た
こ
と

は
、
最
近
ス
タ
ー
ト
し
た
裁
判

員
制
度
の
こ
と
で
す
。
菅
家
さ

ん
が
逮
捕
さ
れ
有
罪
と
な
っ
た

と
き
「
こ
ん
な
悪
人
は
死
刑
で

も
い
い
」
と
思
っ
た
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
え
ん
罪

だ
と
分
か
る
と
、
個
人
の
捜
査

官
に
対
し
「
謝
罪
し
ろ
」
と
言

い
始
め
る
。
こ
の
よ
う
な
感
情

的
な
正
義
心
こ
そ
、
実
は
立
ち

位
置
が
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
り
、
恐

ろ
し
い
自
己
矛
盾
を
内
在
さ
せ

て
い
る
の
で
す
。
●
裁
判
員
は

く
じ
引
き
で
決
ま
り
、
感
情
的

な
正
義
心
で
判
断
す
る
人
や
、

被
疑
者
な
の
に
、
ま
る
で
犯
人

で
あ
る
か
の
よ
う
な
報
道
を
鵜

呑
み
に
す
る
人
も
選
ば
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

人
を
裁
く
重
さ
を
日
常
的
に
考

え
て
い
ま
せ
ん
し
、
厳
し
い
司

法
試
験
の
内
容
さ
え
知
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
状
態
で
第
二
・
第

三
の
菅
家
さ
ん
を
作
っ
て
し
ま

わ
な
い
か
、
大
変
な
不
安
と
重

圧
感
が
あ
り
ま
す
。
●
裁
判
員

制
度
に
は
様
々
な
義
務
が
課
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
日
本

国
憲
法
は
国
民
に
対
し
て
、
一

般
的
義
務
規
定
の
他
、
教
育
の

義
務
、
勤
労
の
義
務
、
納
税
の

義
務
を
定
め
て
い
ま
す
が
、
裁

判
な
ど
国
家
の
行
為
に
参
加
す

る
義
務
は
負
わ
せ
て
い
ま
せ

ん
。
死
刑
と
い
う
、
人
の
死
ま

で
量
刑
さ
せ
る
こ
と
を
義
務
と

し
て
押
し
つ
け
る
現
在
の
制
度

に
は
、
数
々
の
疑
問
が
あ
り
ま

す
。

　
　

（
細
江
教
会
・
廣
崎
隆
一
）

海
峡
か
ら
の
風
15

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
区
便
り

岡
山
・
鳥
取
地
区

山
口
・
島
根
地
区

《
信
者
養
成
研
修
会
》

＊
祈
り
の
体
験
②

　

六
月
二
十
七
日
（
土
）
に
、

ラ
フ
ォ
ン
ト
神
父
指
導
の
も
と

山
口
島
根
地
区
事
務
局
で
行
わ

れ
た
。
広
島
地
区
か
ら
も
一
名

参
加
し
、
ス
タ
ッ
フ
も
合
わ
せ

三
十
八
名
が
学
ん
だ
。

＊
社
会
教
説
宿
泊
研
修

　

六
月
二
十
七
日
（
土
）
～

二
十
八
日
（
日
）、
下
関
労
働

教
育
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
。
担

当
の
林
神
父
指
導
で
、「
滞
日

外
国
人
と
の
関
わ
り
」
に
つ
い

て
関
わ
っ
て
き
た
信
徒
の
レ

ポ
ー
ト
も
交
え
、
約
二
十
名
の

参
加
者
が
話
し
合
い
を
も
っ

た
。
宿
泊
研
修
後
は
、
山
口
・

島
根
地
区
正
義
と
平
和
協
議
会

第
一
回
担
当
者
会
議
が
開
催
さ

れ
た
。

＊
信
徒
の
神
学

　

今
年
度
第
二
回
の
研
修
会
は

七
月
四
日
（
土
）
～
五
日
（
日
）、

福
岡
黙
想
の
家
で
実
施
。

《
地
区
少
年
の
集
い
》

　

来
年
夏
の
日
韓
合
同
キ
ャ
ン

プ
や
こ
の
九
月
に
開
催
さ
れ
る

信
者
養
成
講
座
典
礼
研
修
会
、

十
一
月
の
地
区
大
会
に
向
け
て

の
話
し
合
い
が
七
月
二
十
日

（
月
）
防
府
教
会
に
て
開
催
さ

れ
た
。

「ダミアンの輪」
(広島司教区視覚障害者と手をつなぎ共に歩むつどい)

　「ダミアンの輪」では、「広島教区報」「教区事務局からの

お知らせ」「心のともしび」、一部の小教区の「教会報」など

の点字版を作成して、教会の兄弟姉妹との協働をはかってい

ます。視覚障害者の情報確保のため、点訳・音訳の「個人的

なリクエスト」にもお応えしております。また、所属教会に

視覚障害者の方がおられましたら、「ダミアンの輪」をご紹

介くださいますようお願いいたします。

【申込先】　岡山・鳥取地区センター内「ダミアンの輪」事務局

　　〒700-0814岡山市北区天神町6-27

　　TEL/FAX:086-226—2512

【問合せ先】　宮崎　玲子（徳山教会）

　　TEL/FAX:0834-63-4520 

　　E-mail: yzk.053@aqua.plala.or.jp
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光
の
園
が
社
会
福
祉
法
人
と
し

て
認
可
さ
れ
た
の
は
一
九
五
二
年

（
昭
和
二
十
七
年
）
で
す
が
、
認

可
さ
れ
る
ず
っ
と
以
前
か
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動
が
手
掛
け
ら

れ
ま
し
た
。
結
核
の
た
め
に
希
望

を
無
く
し
て
い
る
人
々
や
顧
み
ら

れ
な
い
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
々
、
身

寄
り
の
な
い
高
齢
者
、
そ
の
時
々

に
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々

を
お
世
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
。

　

児
童
養
護
施
設
「
光
の
園
摂
理

の
家
」
は
一
九
四
七
年
イ
エ
ズ
ス

会
の
ペ
ド
ロ
・
ア
ル
ペ
神
父
様
の

要
請
に
応
え
、
原
爆
孤
児
の
保
護

養
育
を
は
じ
め
る
こ
と
か
ら
出
発

し
ま
し
た
。
食
べ
物
が
な
い
の
に

食
べ
ら
れ
な
い
日
は
な
か
っ
た
と

い
う
不
思
議
な
計
ら
い
を
感
じ

て
「
摂
理
の
家
」
と
命
名
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
入
所
理
由
は
大
き

く
変
わ
り
、
殆
ど
が
虐
待
に
よ
っ

て
心
身
に
傷
を
受
け
た
子
ど
も
達

で
七
十
人
余
り
が
生
活
を
共
に
し

て
い
ま
す
。
設
立
当
初
か
ら
広
島

教
区
の
各
教
会
の
皆
様
の
多
大
な

援
助
と
奉
仕
を
い
た
だ
い
て
今
日

の
光
の
園
が
あ
り
ま
す
。
特
に

一
九
六
八
年
に
「
親
の
会
」
と
し

て
発
足
し
、
園
児
の
高
校
進
学
費

用
を
援
助
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

「
後
援
会
」
の
皆
様
に
は
、
現
在

も
毎
年
バ
ザ
ー
と
会
費
を
通
し
て

援
助
と
励
ま
し
を
い
た
だ
き
、
心

か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）
高

齢
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、
ケ

ア
ハ
ウ
ス
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
を
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
を
開
設
し
ま
し

た
。
二
〇
〇
九
年
四
月
か
ら
は
「
広

島
マ
ッ
ク
」
の
「
ナ
イ
ト
ケ
ア
」

と
「
マ
ッ
ク
作
業
所
」
を
光
の
園

に
迎
え
て
大
き
な
家
族
に
な
り
ま

し
た
。

　

福
祉
行
政
は
厳
し
く
な
る
一
方

で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
の
「
い
の

ち
」
に
御
父
と
キ
リ
ス
ト
の
愛
が

届
き
、
福
音
の
よ
ろ
こ
び
が
拡

が
っ
て
行
く
た
め
に
、
カ
ト
リ
ッ

ク
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

広
島
教
区
の
施
設

④

社
会
福
祉
法
人 

光
の
園

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

Ａ

Ｏ

Ｓ

っ
て

な

に

？

福
山
教
会
　
ギ
ャ
リ
ー
神
父

　

私
は
も
う
四
年
間
、
福
山
教

会
で
船
員
司
牧
の
活
動
を
や
っ

て
い
ま
す
。「
Ａ
Ｏ
Ｓ
と
は
何

で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
を
使
っ
て
Ａ
Ｏ

Ｓ
の
こ
と
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

Ａ
Ｏ
Ｓ
は
、
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
に

所
属
す
る
船
員
司
牧
の
た
め
の

グ
ル
ー
プ
で
す
。
全
国
の
主
要

な
港
、
そ
れ
ぞ
れ
の
近
く
の
小

教
区
と
連
携
し
な
が
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。
主
な
活
動
は
、
港

に
着
い
た
海
外
の
船
員
に
対
し

て
、
船
へ
の
訪
問
、
送
迎
サ
ー

ビ
ス
、
国
際
電
話
、
郵
便
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
提
供
、
病
人

へ
の
ケ
ア
や
希
望
に
応
じ
て
船

や
船
員
セ
ン
タ
ー
で
、
ミ
サ
祭

儀
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

福
山
で
は
年
間
三
千
隻
以
上

の
貨
物
船
が
入
港
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
に
乗
り
組
ん
で
い

る
船
員
の
多
く
が
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
中
国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど

の
人
々
で
す
。
船
員
は
、
入
港

し
た
時
に
は
、
家
族
と
の
連
絡

や
他
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
に

よ
っ
て
長
期
に
わ
た
る
航
海
の

疲
れ
を
い
や
し
て
い
ま
す
。
Ａ

Ｏ
Ｓ
の
全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
そ
う
し
た
船
員
の
方
々
へ
の

奉
仕
を
し
て
い
ま
す
。

　

福
山
で
は
、
Ａ
Ｏ
Ｓ
セ
ン

タ
ー
は
な
く
、
送
迎
の
サ
ー
ビ

ス
車
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
Ａ
Ｏ

Ｓ
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

シ
ス
タ
ー
春
日
（
援
助
マ
リ
ア

会
）と
共
に
訪
船
の
活
動
を
し
、

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配

り
、
船
で
の
ミ
サ
と
祝
福
、
暁

の
星
学
園
の
生
徒
た
ち
の
作
っ

た
双
子
ロ
ザ
リ
オ
を
配
り
、
市

内
の
案
内
な
ど
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
二
年
前
に
は
、
福
山

教
会
の
信
者
さ
ん
た
ち
の
編
ん

だ
帽
子
も
配
り
ま
し
た
。
古
い

新
聞
、
雑
誌
な
ど
を
配
る
こ
と

も
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
船
員

へ
の
訪
問
が
一
番
大
切
で
す
。

何
も
持
っ
て
い
な
く
て
も
、
彼

ら
に
と
っ
て
の
大
き
な
喜
び
と

な
り
ま
す
。

　

八
月
二
日
に
、
福
山
の
Ｊ
Ｆ

Ｅ
で
訪
船
体
験
学
習
が
あ
り
ま

す
の
で
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
Ａ
Ｏ
Ｓ
の
活
動
を
知
り
た

い
、
興
味
を
持
っ
て
い
る
方
々

に
、
こ
の
機
会
を
使
っ
て
一
緒

に
Ａ
Ｏ
Ｓ
の
活
動
を
し
ま
し
ょ

う
。
新
し
い
出
会
い
が
で
き
る

と
、
自
分
も
新
し
い
人
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

船の中でのミサ　左側、ギャリー神父

船の中でのミサ
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あ
ま
り
、
ピ
ン
と
来
て
い
な

い
自
分
で
は
あ
る
が
「
お
め
で

と
う
」
と
言
わ
れ
る
と
な
ん
だ

か
嬉
し
く
な
る
か
ら
不
思
議
で

あ
る
。
広
島
に
来
る
前
ま
で
は

東
京
四
谷
に
あ
る
修
道
会
に
所

属
し
て
い
た
。
荒
川
区
の
町
屋

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
一
年
間
助

任
司
祭
と
し
て
働
い
て
い
る
時

に
、
縁
あ
っ
て
広
島
に
来
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
早
い
も
の
で
広
島

に
移
籍
し
て
十
五
年
（
広
島
に

来
て
か
ら
十
六
年
）
近
く
の
時

間
が
過
ぎ
て
い
る
。
最
初
の
一

年
半
が
司
教
館
だ
っ
た
。
任
地

は
、
最
初
の
岡
山
教
会
が
四
カ

月
、
廿
日
市
教
会
が
四
年
二
カ

月
、
そ
し
て
現
在
の
尾
道
教
会

が
十
年
目
で
あ
る
。

　

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、

た
く
さ
ん
の
出
来
事
に
遭
遇
し

た
二
十
五
年
間
だ
っ
た
よ
う
に

思
う
。パ
ウ
ロ
年
を
通
し
て「
神

さ
ま
の
道
具
」
と
し
て
生
き
て

き
た
か
を
反
省
し
て
い
る
。
今

「
私
が
生
き
て
い
る
の
で
は
な

く
キ
リ
ス
ト
が
私
の
う
ち
に
生

き
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
が
心

に
残
っ
て
い
る
。
そ
し
て
多
く

の
方
々
の
祈
り
と
支
え
に
よ
っ

て
今
日
が
有
る
こ
と
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
本
当
に
教
区
の

皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。

　

五
月
九
日
、
十
日
、
呉
教
会

に
お
い
て
四
十
六
名
の
参
加
の

も
と
青
年
大
会
が
行
わ
れ
た
。

テ
ー
マ
は
『
未
来
の
教
会
三
～

子
曰
く
～
』。
こ
の
テ
ー
マ
か

ら
伺
え
る
よ
う
に
、「
子
曰
く
」

と
は
儒
教
の
論
語
か
ら
と
っ
た

も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
今
回

の
青
年
大
会
は
論
語
を
扱
い
、

そ
こ
か
ら
自
己
考
察
を
し
、
未

来
の
教
会
を
と
も
に
考
え
る

と
い
う
こ
と
を
行
っ
た
。「
な

ん
で
論
語
？
」
と
い
う
正
直
な

疑
問
は
、
ほ
ぼ
参
加
者
全
員
に

あ
っ
た
も
の
の
、
徐
々
に
論
語

を
味
わ
っ
て
い
く
に
つ
れ
、
聖

書
内
で
の
イ
エ
ス
の
発
言
内
容

と
論
語
内
で
の
孔
子
の
発
言
内

容
が
一
部
で
あ
る
が
似
て
い
る

事
に
気
付
き
、
今
回
の
テ
ー
マ

を
理
解
し
て
い
っ
た
。
最
後
に

は
今
の
自
分
の
生
活
を
反
省

し
、「
今
の
自
分
に
必
要
な
言

葉
」
を
書
き
出
し
、
青
年
大
会

を
終
了
し
た
。

　

今
回
呉
教
会
の
方
々
の
ご
協

力
が
無
け
れ
ば
、
無
事
に
青
年

大
会
を
終
え
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
一
日
十
五
時
か

ら
「
あ
っ
ち
こ
っ
ち
ミ
サ
」
が

全
国
各
地
十
六
ヶ
所
で
開
催
さ

司
祭
叙
階
二
十
五
周
年
を
迎
え
て

尾
道
教
会

山
口
　
道
晴
　
神
父

れ
た
。
こ
の
ミ
サ
は
、〝
全
国

各
地
で
同
じ
時
に
、
同
じ
テ
ー

マ
で
青
年
ミ
サ
を
や
ろ
う
〟
と

い
う
こ
と
で
〇
二
年
に
始
ま
っ

た
。
四
回
目
を
迎
え
る
今
回
の

テ
ー
マ
は
「
出
会
い
は
救
い
」。

こ
れ
ま
で
私
た
ち
が
見
落
と
し

て
き
た
、
数
々
の
出
会
い
、
そ

れ
は
大
き
な
神
様
か
ら
の
恵
み

で
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
よ
う
。

　

広
島
教
区
で
は
、
岡
山
南
教

会
と
三
原
教
会
の
二
ヶ
所
で
開

催
。

　

岡
山
南
教
会
で
は
、
十
三
名

参
加
。
あ
っ
ち
こ
っ
ち
ミ
サ
初

参
加
の
方
も
半
数
近
く
を
占

め
、
新
し
い
仲
間
と
の
出
会
い

に
大

青
少
年
の
活
動

青
年
大
会
を
振
り
返
っ
て

　

      
実
行
委
員
長　

西
川
基
之

あ
っ
ち
こ
っ
ち
ミ
サ

に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
た
。

　

三
原
教
会
で
は
、
二
十
一
名

参
加
。
ホ
ス
チ
ア
作
り
や
分
か

ち
合
い
を
行
っ
た
。
教
会
の
青

年
や
信
徒
の
皆
さ
ん
と
の
出
会

い
も
あ
り
、
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
し
た
。

　

今
回
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
は
、
自
然
豊
か
な

環
境
で
参
加
者
全
員
が
心
を
晴

れ
や
か
に
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

青
年
の
皆
さ
ん
、
是
非
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時:

九
月
二
十
、二
十
一
日

場
所:

岡
山
県
閑
谷
学
校

対
象:

十
八
歳
以
上

　
　
　
　
　
　

（
高
校
生
不
可
）

参
加
費:

四
千
円

詳
し
く
は
、
各
小
教
区
配
布
の

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホスチア作り
（三原教会）

ミサの様子（岡山南教会）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ｉ
ｎ
広
島

「
晴
れ
ル
ヤ
～

　

こ
こ
ろ
を
晴
れ
や
か
に
～
」

　

司
祭
年
を
迎
え
、
司
祭
の
役

割
、
信
徒
の
役
割
を
今
一
度
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
未

来
の
教
会
へ
向
か
っ
て
。（
よ
）


